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● 名前:⾧島竜太

● 年齢:35歳

● 出身地:埼玉県熊谷市

● 居住地:⾧沢（元教員住宅）

● 前歴:靴職人

プロフィール
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令和7年度の活動報告

１．兵庫県にある鞣し工場の見学
地域資源としての鹿皮を利活用するため、国内で最も多く鹿革を取り扱っている兵
庫県の鞣し工場を見学しました。実際の鞣し工程や捕獲後の皮の保存方法などを学
ぶことで鹿皮を地域資源として活用する可能性について理解を深めることができま
した。

２．鹿革を使用した、革製品の開発・サンプル製作
地域資源としての鹿革を具体的な形で示すため、鹿革を使用した革製品の開発およ
びサンプル製作に取り組んでいます。実際に製品化を想定したサンプルを製作する
ことで、鹿革の加工上の課題を把握するとともに、商品展開についても検討中です。
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令和7年度の活動報告

３．わな猟、銃猟の狩猟免許取得

皮の確保に加え、地域の一員として害獣対策、また将来的に地域内で継続的に狩猟

できる人材となることを目的に、狩猟免許を取得しました。

４．わなの設置、見回り

免許取得後は狩猟期間まで狩猟ができなかったため、よさこい峠や名の谷、戸中に

かけられたわなの見回りなどに参加させていただきました。狩猟期間に入ってからは

地元猟師の方に指導していただきながら、わなの設置、見回りを行っています。
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令和7年度の活動報告

５．氷室の里での活動

集落活動センターである氷室の里で年間を通して、マイタケの栽培・収穫に関わる

作業などに従事させていただきました。

６．刈払い機、チェーンソー講習の受講

地域の草刈り、道路整備、氷室の里の作業を行うため、刈払い機およびチェーンソー

の講習を受講しました。刈払い機は今年購入予定です。
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令和7年度の活動報告

７．仁淀ブルー体験博に出店
１０月４日、１０月１８日に仁淀ブルー体験博に出店し、鹿革を使用したポーチ製
作のワークショップを開催しました。ワークショップを通じて、地域資源である鹿
革の魅力や、資源活用を結びつけた取り組みについて参加者に伝える機会となりま
した。また、参加者の反応や意見を参考に今後のワークショップに向けた知見を得

ることができました。

８．山の案内所での物販と観光案内
4月から12月まで営業している、いの町本川直販所に併設されている山の案内所に
勤務いたしました。山の案内所では地域の方々、観光で来られる方々と接する機会
をいただきました。
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活動期間の写真

鞣し工場見学

塩漬け原皮
鞣し作業工程

染色工程 完
成
し
た
ジ
ビ
エ
レ
ザ
ー
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活動期間の写真

初めての鹿の解体 茶摘み＆煎り工程作業
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活動期間の写真

大森五十八社
写真撮影

吉野川源流本川まつり準備 登山道整備
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活動期間の写真

マイタケ収穫後に
なめこの収穫

酸欠マラソンに
スタッフとして参加

本川わな講習会
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活動期間の写真
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地域課題に貢献できること

１．狩猟免許を取得したことで、鳥獣被害対策に直接携わることができるよう
になりました。被害の軽減に貢献するだけでなく、将来的にも地域で活動
できる猟師として活動します。

２．これまで廃棄されていた鹿皮を地域資源として再利用し、商品開発などを
行うことでいの町の特産品となるよう目指します。

４．氷室の里の作業や地域行事に年間を通して参加することで、地域の
方から技術や考え方などを学び、人手不足が懸念される地域産業の現
場を直接サポートします。

３．ワークショップで鹿革を使った小物作りや展示会・マルシェなどに鹿革製
品を出展することでいの町外の方々に狩猟文化と資源活用など、いの町に
ついて直接知ってもらえる機会を作ります。
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来年度以降の活動予定

１・狩猟、有害鳥獣捕獲

○狩猟・有害鳥獣捕獲のわな設置、わな見回り

○狩猟技術向上のための研修・講習への参加

２・鹿皮の利活用

○鹿皮の回収

○鞣し業者との連携

○解体技術向上のための研修・講習への参加

○レザー製品の開発・製作

○ SNS発信、商品撮影、製作工程の記録など
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来年度以降の活動予定

３・販路開拓

○マルシェや地域イベントへの出展

○販売可否調査

４・地域行事、イベント

○氷室の里で行われる作業への参加

○山の案内所勤務

○本川で行われる行事やイベントへの参加

（UFOラインアタック、山菜祭り、吉野川源流本川まつりなど）


